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研究実績 

の概要 

n-6系脂肪酸アラキドン酸由来の種々の生理活性脂質は、生体内の恒常性維持に重要な一

方で、過剰な産生により、様々な疾患の惹起や重症化に関与するものがある。強力な慢性

炎症誘導因子のプロスタグランジン（PG）E2とロイコトリエン（LT）類は、炎症誘導性脂

質メディエーターと呼ばれ、古くより薬理学的作用機序の研究が進み、それぞれの合成系

初発酵素に対する阻害薬も臨床応用されている。しかし、恒常性維持に必要な代謝産物を

減少させたり、代謝シフトによって他方の炎症誘導性脂質メディエーターの産生を亢進さ

せることで、副作用が懸念され、予防目的での長期的な服用は困難である。そのため、効

果的かつ副作用を回避した代替アプローチの開発が強く望まれている。私達は、5-LOX阻

害効果を有する食品由来成分の探索から、小豆皮抽出物にその効果を見出し、慢性炎症予

防効果を有する新規食品機能性の可能性を得た。小豆は、古くから日本で親しまれてきた

食品であるものの、機能性に関する報告は十分とは言えず、炎症誘導性脂質メディエータ

ー合成系を標的とした効果についての報告は見られない。そこで本研究では、炎症誘導性

脂質メディエーターを標的とした、小豆皮の新規機能性成分の単離同定とその効果を明ら

かにすることを目的とする。 

 まず、こしあん製造時に廃棄となる小豆皮を用いて、機能性成分の抽出を試みた。70％

含水アセトンで抽出した小豆皮抽出物を、Diaion HP-20 カラムクロマトグラフィーで分

画し、極性の異なる 5つの画分(水画分、10％MeOH画分、50％MeOH画分、100％MeOH画分、

アセトン画分)を得た。得られた画分を用いて 5-LOXに対する阻害効果を検証したところ、

50％MeOH画分および 100％MeOH画分で、高い阻害効果が認められた。さらに、mPGES-1に

対する効果も検証したところ、100％MeOH画分で、最も高い阻害効果が示され、小豆皮抽

出物には、5-LOXのみを阻害する成分と、5-LOX/mPGES-1の両方を阻害する成分が存在す

ることが示唆された。 

今後は、さらに阻害成分の単離同定を進め、詳細な阻害効果について解明していきたい。 

※ 次ページに続く 
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